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学部新入生に対する情報リテラシー教育において，オフィスソフトの基本的操作を習得させる際には，

学部の専門性にも配慮することが望ましい．例えば，経済学部においては，実際の経済データを用いて，

表計算ソフトによる簡単な処理を施し，グラフ化して，ワープロによりレポートを作成するという実習

形態が考えられる．本発表では，データ処理実習で使用するための例題作成に資することを目的として，

経済データのデータベースの設計について議論する． 
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1. はじめに 

大学新入生，特に文系学部の新入生に対する情報リ

テラシー教育において，オフィスソフトの基本的操作

を習得させる際には，学部の専門性に配慮することが

望ましい．例えば，経済学部においては，実際の経済

データを対象にし，表計算ソフトの実習として，四則

演算によるデータ加工，関数による統計計算，グラフ

作成を繰り返し練習して，経済データの基本的な取り

扱いを学び，まとめとして，経済データの分析レポー

トをワープロで作成させることが望ましい．本研究で

は，このような実習で用いる例題の作成支援に資する

ことを目的にして，経済学部におけるデータ処理の実

習で使用する経済データのデータベースの設計につい

て議論する． 

2. データ処理実習の内容 

筆者が所属する経済学部の新入生は，必修科目「デ

ータ処理入門」において，表計算ソフトを使いながら

経済データの基礎的な処理手法を学ぶ．セル番地を含

む数式の作り方を通して，変化率（増減率）・構成比（シ

ェア）・寄与度の計算や，基準年=100 とする指数化，

物価変動の影響を除く実質化の手法を学ぶ．また表計

算ソフトの関数の使い方を通して，平均，中央値，標

準偏差，変動係数（＝標準偏差÷平均）を学ぶ． 

2.1 表計算ソフトの導入 

表計算ソフトの導入時に使用する例題は，平成 29年

度刊愛知県統計年鑑の 11-3 表「百貨店・スーパーの事

業所数，従業者数及び販売額等」から，百貨店におけ

る商品別の販売額の平成 28 年の月次データを抽出し

たものである（図 1）．経済学部の新入生が，のちに受

講する授業において目にする機会が多いのは時系列デ

ータであることを考慮した．また，このデータが百万

円単位であることを伏せて提示し，経済学部の新入生

に，経済データの数字に対する感覚を自覚させるねら

いもある．なお，新入生の表計算ソフトへの習熟度に

は大きな開きがあるのが現状であり，新入生が最初に

学ぶべき操作を，データ入力，縦横集計，書式設定の

３つとした． 
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図 1 導入時の例題（愛知県百貨店商品別販売額） 

2.2 時系列データ分析の実習 

経済時系列データの基本的な分析方法を学ぶために

使用する例題は，総務省統計局「家計調査」から抽出

した，1980年以降の実収入の年次データである（図2）．

このデータに対して，対前年変化率（伸び率）や，2015

年=100 とした指数を求める四則演算の数式を立てる

とき，セル番地の相対番地や絶対番地の考え方を合わ

せて学ぶ．また，経済データでは物価変動の影響を考

慮することもあるので，消費者物価指数のデータを用

いた実質化の計算方法も学ぶ． 

 

図 2 時系列データ分析の基礎を学ぶための例題 

（家計調査と消費者物価指数） 

2.3 記述統計量の実習 

平均や標準偏差などの記述統計量を学ぶために使用

する例題は，総務省統計局「家計消費状況調査」から

抽出した地方別インターネットを利用した 1世帯当た

り 1か月間の支出(2017 年)である（図 3）．このデータ

の 1～12 月の 12 個の数値に対して，平均，中央値，

標準偏差，変動係数を，表計算ソフトの関数を用いて

求める．時系列データに対して平均や標準偏差を求め

ることは，経済学分野での記述統計量の応用例である

リターンとリスクの考え方を知る上でも有用である． 

 

図 3 記述統計量を学ぶための例題（インターネット

を利用した 1世帯当たり 1か月間の支出） 

2.4 総合的な実習 

授業のまとめとして，長期間にわたる月次データを

与え，学生自身で分析方法を考えて，実際に分析した

結果をレポートにまとめ，試験の代わりとしている．

総合的な実習で出題するデータは，学期ごとに出題デ

ータを変更しており，2018 年度第 1クォーターでは，

経済産業省「特定サービス産業動態統計調査」から抽

出した，2010 年１月以降のゴルフ場の売上高，利用者

数を出題した（図 3）。合計欄を空欄のままで出題して

いるのは，横方向に並んでいるどの項目が合計の対象

になるかを，学生自身に気付いてもらうためである． 

 

図 4 総合的な実習で出題するデータ 

（ゴルフ場の売上高，利用者数） 

3. 例題データベースの考え方 

前章で示した実習を十分に実施するには，例題デー

タベースの存在が望ましい。実習後，理解を深めるた

めに実習内容を繰り返すには，代替となるデータを用

意する必要がある．また，授業科目「データ処理入門」

は，新入生をクラス分けして異なる学期で実施するた

め，成績評価の対象として出題する課題で使用するデ

ータは，直近の数年間は重複しないようにしている．
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教材作成者は，実習や課題で使用するデータをその都

度作成する必要があり，この際，例題データベースの

存在は有用である． 

3.1 代替となるデータ 

実習内容を繰り返したり，課題として出題したりす

るときには，代替となるデータを用意する必要がある．

時系列データ分析の実習で使用した例題（図 2）の代

わりに，厚生労働省「賃金構造基本統計調査」の「第

１表 企業規模別新規学卒者の初任給の推移」から抽

出した大卒初任給額を，総務省統計局「小売物価統計

調査」の東京都区部小売価格から抽出したある品目の

価格を用いて，物価変動を除く実質化を実施するレポ

ート課題を出題している．記述統計量の実習で使用し

た例題（図 3）の代わりとなるデータとして，総務省

統計局「家計調査」より作成した菓子類への支出額（和

生菓子，洋生菓子，スナック菓子，チョコレート，ア

イスクリーム，その他）を用いたり，財務省「貿易統

計」より作成した主要商品別輸出額（化学製品，原料

別製品，一般機械，電気機器，輸送用機器，その他）

を用いたりして，レポート課題を出題している． 

3.2 データの「枠組み」 

データが入れ替わっても，学生が戸惑いなく実習に

取り組めるように，同じ授業の実習で使用するデータ

の枠組みは変更しない．図 2のデータは，金額を示す

長期の時系列データと物価を示す同時期の時系列デー

タからなるという枠組みを有している．図 3 のデータ

は，縦方向に見ると集計可能な 1年分の月次データで

あり，横方向に並んでいる 6項目は，合計する意味の

あるデータであるという枠組みを有している．なお，

表計算ソフト導入時に使用する図 1 のデータは，図 3

と同じ枠組みに当てはまる． 

総合的な実習で使用する図 4 のデータには，図 2，

3 のように明確な枠組みがあるわけではないが，少な

くとも縦方向に見ると長期間の月次データであり，か

つ集計する意味があるという枠組みはある． 

3.3 実データの使用 

American Statistical Association が示した統計教

育ガイドラインでは，“Use real data.”を強く推奨し

ている(1)。同ガイドラインでは，純粋に計算するだけ

で，意味のある解釈ができない単なる数値の使用を推

奨していない．文脈を与えて多少現実感を持たせたデ

ータも推奨していない．また，同じ real data でも，テ

ストの点数のようなデータではなく，実際の研究から

得られたデータで，魅力的なリサーチクエスチョンへ

と導くデータが望ましいとしている． 

これまでに，授業科目「データ処理入門」では，デ

ータ分析の実習以外で使用するものも含めて，次のよ

うな実際の経済データを教材として使用している． 

愛知県百貨店商品別販売額 

全国百貨店・スーパー販売額 

1世帯当たり年平均 1 か月間の収入と支出 

消費者物価指数，東京都区部小売価格 

所得金額階級別世帯数，金融資産保有額 

為替レート，日経平均株価 

車種別新車販売台数 

データ処理の実習を行う授業は，経済学部の新入生

には，実際の経済データにはじめて接触する機会でも

ある．高度で専門的な経済データの分析や解釈は，の

ちに学ぶことであるが，少なくとも，それがどのよう

なデータであるかを説明できたり，データの大まかな

動向を説明できたりすることは，むしろ新入生にこそ

必要な能力である． 

また，経済学部生なら，経済データの数値自体につ

いても学ぶ必要がある．経済データによく見られるパ

ターンを学ぶために模擬的なデータを作成しても，そ

れは実社会を反映しない架空のデータになってしまう． 

新入生が表計算ソフトの基本操作を学ぶ目的は，そ

の後の大学での各分野における学習や研究においてツ

ールとして使用するためである．本研究では，経済学

部生を対象とするデータ分析の実習で用いる例題の作

成に資することを目的として，実際の経済データのデ

ータベース化を試みることとした． 

4. 例題データベースに必要な要件 

本研究で議論する例題データベースでは，図 2，3，

4 の枠組みに当てはまる経済データの単なる寄せ集め

ではなく，指定した枠組みに当てはまるようにデータ

を再構築してくれる機能を必要とする．また，これら
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の枠組みに当てはまらない経済データも扱えるような

拡張可能性も考慮する必要がある． 

4.1 経済時系列データに特有の属性 

経済時系列データには，毎月末時点での自動車保有

台数のように，時系列方向の合計に意味がないものが

あるので，データベースに格納するときには，そのこ

とを示す属性を付す．リターンとリスクを学ぶのに欠

かせない株式・為替データにも，時系列方向の合計が

できない旨の属性を持たせる． 

4.2 さまざまなフォーマットへの対応 

実際の経済データは，さまざまなフォーマットで公

開されている．例えば，「インターネットを利用した 1

世帯当たり 1か月間の支出」は，図 5のようなフォー

マットで公開されている． 

例題データベースの内部ではデータの統一的な表現

が望ましい．Tidy data(2)(3)(4)は内部表現の１候補であ

り．図 5を Tidy data 化したものが図 6 である． 

4.3 用語と単位 

データベースで用語や単位を統一的に扱うため，用

語集の整備が望ましい．また，「百万円」単位で公表さ

れている金額データは，単位「円」と乗数（×106）を

分けて考えるとよい．用語集の構築には，できるだけ

既存のものを使う．例えば，総務省統計局は，統計の

LOD(Linked Open Data)化を進めており(5)，この中で

単位や単位乗数の定義をしている(6)． 

4.4 データの抽出 

図 6のデータから，図 3 の枠組みに合う例題を作る

には，特定の地域向けの 1年分の月次データを抽出し，

主要な商品 5つを選択して，残りはその他としてまと

める．また，図 4 のように，金額と人数のように異な

る単位を持つデータを組み合わせた例題も考えられる． 

5. まとめ 

経済時系列データを分析する実習のための例題デー

タベースの設計について議論した．実習に使うのは，

実際の経済時系列データとし，経済データに特有の属

性を考慮するほか，Tidy data の導入，用語や単位の語

彙の統一を提案した．今後は，授業で使用してきたデ

ータからデータベースの実装を試みる． 

 

図 5 公開データのフォーマットの例（インターネッ

トを利用した 1世帯当たり 1か月間の支出） 

 

図 6 Tidy Data化の例（インターネットを利用した 1

世帯当たり 1か月間の支出） 

参 考 文 献  

(1) American Statistical Association, “Guidelines for 

Assessment and Instruction in Statistics Education 

(GAISE) College Report 2016”, p.60 (2016) 

(2) Hadley Wickham: “Tidy data”, Journal of Statistical 

Software, Vol.59, No.10 (2014)  

doi:10.18637/jss.v059.i10 

(3) Hadley Wickham and Garrett Grolemund:, “Tidy Data 

with tidyr”, R for Data Science, pp.147-169, O’Reilly 

(2016) 

(4) 西原史暁：“整然データとは何か”，情報の科学と技術，

Vol.67，No.9，pp.448-453（2017） 

(5) 西村正貴：“Linked Open Data（LOD）による統計デー

タの提供：政府統計データ（e-Stat）の新しい形”，情報

管理，Vol.59，No.12，pp.812-821（2017） 

(6) 総務省統計局，“属性”，統計 LOD，https://data.e-

stat.go.jp/lodw/rdfschema/observation/ 

－4－




